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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月15日(2012.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　７ｇ／１０分以下のメルトフローレートを有する溶融加工可能なフルオロポリマーを粉
砕炭素繊維と溶融ブレンドするステップと、得られた溶融ブレンドから物品を形成するス
テップとを含み、前記溶融ブレンドの炭素繊維含有率が、前記炭素繊維と前記フルオロポ
リマーとの総重量を基準にして１５～３５重量％である、方法。
【請求項２】
　前記炭素繊維が１６００マイクロメートル以下の平均長さを有する、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　７ｇ／１０分以下のＭＦＲを有するフルオロポリマーのマトリックスと、前記マトリッ
クス中に分散された１６００マイクロメートル以下の長さを有する１５～３５重量％粉砕
炭素繊維とを含む、組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　４２０℃の溶融温度においてペレットを環型に射出成形し、内部流体圧力を維持するた
めに環がクリープに抵抗する必要がある条件下で、この形状をそのような内部流体圧力に
さらすことに成功する。対照的に、同じ炭素繊維と、同じ方法および同じ量でブレンドし
た１４ｇ／１０分のＭＦＲを有するＰＦＡから４２０℃で同じ環を成形する場合、得られ
る環は、環の端部から加圧された液体が漏れることによって明らかなように、得られた環
は内部圧力を維持することができない。ＭＦＲが２のＰＦＡを含有するブレンドから作製
した環を３８０℃の温度で射出成形すると、その環は同じ内部圧力を維持することができ
ない。
本発明は以下の実施の態様を含むものである。
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１．約７ｇ／１０分以下のメルトフローレートを有する溶融加工可能なフルオロポリマー
を粉砕炭素繊維と溶融ブレンドするステップと、得られた溶融ブレンドから物品を形成す
るステップとを含み、前記溶融ブレンドの炭素繊維含有率が、前記炭素繊維と前記フルオ
ロポリマーとの総重量を基準にして約１５～３５重量％である、方法。
２．前記炭素繊維が表面処理されていない、前記１．に記載の方法。
３．前記フルオロポリマーが少なくとも約１０個の重合時極性末端基／炭素原子１０6個
を含有する、前記１．に記載の方法。
４．前記炭素繊維が約１６００マイクロメートル以下の平均長さを有する、前記１．に記
載の方法。
５．前記溶融加工可能なフルオロポリマーの標準的な圧縮成形温度よりも少なくとも２０
℃高い温度で前記溶融ブレンドを製造するステップを含む、前記１．に記載の方法。
６．約７ｇ／１０分以下のＭＦＲを有するフルオロポリマーのマトリックスと、前記マト
リックス中に分散された約１６００マイクロメートル以下の長さを有する１５～３５重量
％粉砕炭素繊維とを含む、組成物。
７．２３℃において少なくとも約８００ＭＰａの引張弾性率を有し、前記フルオロポリマ
ーがパーフルオロポリマーである、前記６．に記載の組成物。
８．前記炭素繊維が表面処理されていない、前記６．に記載の組成物。
９．前記フルオロポリマーが少なくとも約１０個の重合時極性末端基／炭素原子１０6個
を含有する、前記６．に記載の組成物。
１０．前記ＭＦＲが約４ｇ／１０分以下である、前記６．に記載の組成物。
１１．前記炭素繊維の平均長さが約１６００マイクロメートル以下である、前記６．に記
載の組成物。
１２．前記炭素繊維が約４００マイクロメートル以下の平均長さを有する、前記６．に記
載の組成物。
１３．前記フルオロポリマーがパーフルオロポリマーである、前記６．に記載の組成物。
１４．前記パーフルオロポリマーが、テトラフルオロエチレンと、ヘキサフルオロプロピ
レンおよびパーフルオロ（アルキルビニルエーテル）からなる群から選択される少なくと
も１種類のモノマーとのコポリマーである、前記１３．に記載の組成物。
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